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同
駅
は
明
治
35
（
１
９
０
２
）

年
12
月
15
日
、
松
本
〜
塩
尻
間
の

鉄
道
開
通
と
同
時
に
、
唯
一
の
途

中
駅
と
し
て
開
業
し
た
歴
史
の
あ

る
駅
で
す
。
以
前
か
ら
多
く
の
通

勤
通
学
客
が
村
井
駅
を
利
用
し
、

１
日
当
た
り
の
乗
降
者
数
は
４
，

２
５
８
人
（
令
和
５
年
度
）。
市
内

で
は
松
本
駅
に
次
い
で
多
く
、
近

年
そ
の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
校
の
移
転
開
設
や
ま
つ
も
と
医

療
セ
ン
タ
ー
の
増
床
、
芳
川
地
区

の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
、
今
後

さ
ら
に
駅
利
用
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
は
村
井
駅
を
南
部
地
域

の
交
通
拠
点
と
位
置
付
け
、
平
成

19
年
度
か
ら
駅
周
辺
整
備
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
周
辺
地
域
の
関

係
者
と
の
勉
強
会
や
地
元
説
明
会

が
重
ね
ら
れ
、
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
・

公
共
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
方
法
な

ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
並
行
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
建
て
替
え
で
は
、
東
西

を
繋
ぐ
自
由
通
路
が
設
置
さ
れ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
自
転
車
を
押
し

て
の
乗
降
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
改
築
の

旧
駅
舎
で
は
、
利
用
者
は
駅
の
約

１
５
０
ｍ
北
か
約
３
４
０
ｍ
南
の

踏
切
を
渡
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
道
幅
が
狭
く
通
行
が
危

険
な
た
め
、
改
善
を
求
め
る
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
駅
舎
は
駅
機
能
に
加
え
、
１

階
と
２
階
に
待
合
・
学
習
ス
ペ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

２
階
に
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ

ン
ト
も
併
設
。
曜
日
に
よ
り
利
用

時
間
は
変
わ
り
ま
す
が
、
貸
出
し

と
返
却
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
東
口
と
西
口
に
、
そ
れ

ぞ
れ
ロ
ー
タ
リ
ー
と
駐
輪
場
が
整

備
さ
れ
る
計
画
で
す
。
さ
ら
に
、

南
北
踏
切
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路

が
一
部
拡
幅
さ
れ
、
令
和
９
年
度

末
に
は
す
べ
て
の
工
事
が
完
成
予

定
で
す
。

　

駅
利
用
者
の
横
山
真
司
さ
ん
は

「
図
書
返
却
コ
ー
ナ
ー
が
、
読
書

好
き
の
私
に
駅
と
の
新
た
な
縁
を

く
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
ま

た
松
本
市
都
市
計
画
課
の
御
子
柴

課
長
補
佐
は
「
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

は
、
普
段
電
車
に
乗
ら
な
い
方
も

利
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
居
場

所
と
な
る
よ
う
な
施
設
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

村
井
駅
周
辺
の
整
備
事
業
は
、

行
政
と
地
域
な
ど
が
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
て
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
南
部
地
域

の
交
通
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
利

便
性
に
配
慮
し
た
駅
周
辺
整
備
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
か
ら
始
ま
り
、
今
年
７
月
の

全
国
大
会
に
臨
む
長
丁
場
で

す
。
８
月
の
取
材
日
も
蒸
し
暑

い
中
、
よ
く
通
る
声
で
練
習
を

重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

部
長
の
吉よ

し

沢ざ
わ

美み

杜と

さ
ん
（
３

年
）
は
「
お
客
さ
ま
に
楽
し
ん

で
共
感
し
て
も
ら
い
た
い
一
心

で
取
り
組
ん
だ
。
緊
張
も
し
た

が
、
楽
し
む
こ
と
も
で
き
た
」

と
の
こ
と
で
す
。
顧
問
の
松
﨑

晃
教
諭
は「
た
っ
た
３
年
間
で
、

生
徒
た
ち
は
目
を
見
張
る
よ
う

な
成
長
を
見
せ
て
く
れ
る
。
教

育
者
と
し
て
ワ
ク
ワ
ク
を
も

ら
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

３
年
生
は
８
月
23
・
24
日

の
新
国
立
劇
場
公
演
で
引
退
で

す
が
、
ま
さ
に
最
高
の
花
道
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
校
は
今
年
７
月
の
第
49
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
か
が
わ
総
文
祭
）
演
劇
部
門

で
、
高
校
演
劇
連
盟
に
加
盟
す

る
約
２
，０
０
０
校
の
頂
点
に

立
ち
ま
し
た
。
県
勢
と
し
て
は

初
の
快
挙
で
す
。

　

受
賞
作
「
愛
を
語
ら
な
い
」

は
顧
問
の
郷ご

う

原ば
ら

玲り
ょ
う

教
諭
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で
、
娘
が
文

豪
の
父
を
回
想
す
る
物
語
で

す
。
審
査
員
は
脚
本
・
演
技
・

舞
台
美
術
の
完
成
度
を
総
合
的

に
評
価
し
、「
後
に
続
く
高
校

演
劇
の
手
本
と
な
る
作
品
」
と

称
賛
し
ま
し
た
。

　

他
校
の
作
品
は
等
身
大
の
高

校
生
を
描
い
た
も
の
が
多
い
中
、

レ
ベ
ル
の
高
い
複
雑
な
設
定
の

物
語
を
、
見
事
に
演
じ
切
っ
た

こ
と
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を
模
索

複
合
施
設
化

今
後
の
駅
利
用
に
期
待

美
須
々
ケ
丘
高
校
が
最
優
秀
賞

プ
ロ
の
審
査
員
も
絶
賛

受
賞
よ
り
大
切
な
も
の

利
用
も
好
調
、　
村
井
駅
!!

令
和
４
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
村
井
駅

　
　

３
階
建
て
の
新
駅
舎
完
成
か
ら
約
１
年
が
経
過

村井宿のまち並みや、
牛伏川階段工をイメージ

公民館報まつもと　2025年7月30日号の全国公民館報コンクール受賞歴の記事で記載漏れがありました。お詫びして訂正いたします。
２面５段目13行目　「近年では平成26年度の第一地区と令和２年度の鎌田地区と令和４年度の芳川地区が」

夏休みも、駅で勉強
（令和 7年 8月20日撮影）

審査が終わって笑顔でパチリ

全 12 校が参加の、かがわ総文祭

New
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学
生
ら
は
正
調
を
学
ぶ
た
め
、

松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
実
行
委
員
会
が
今

年
創
設
し
た
「
師
範
」
に
踊
り
を

習
い
ま
し
た
。
指
導
を
受
け
た
松ま

つ

浦う
ら

茜あ
か

里り

さ
ん

（
３
年
）
は
、

当
時
の
体
験

を
「
振
付
を

精
緻
に
指
導

し
て
く
だ
さ

り
、
正
調
を

大
切
に
す
る

気
持
ち
を
強

く
感
じ
た
」

と
語
り
ま
す
。

練
習
段
階
か

ら
正
調
で
踊
る
こ
と
に
こ
だ
わ

り
、
本
番
は
そ
ろ
い
の
衣
装
に
身

を
包
み
、踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

卒
業
し
て
松
本
に

戻
っ
て
き
た
と
き
に

は
、
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん

と
い
う
新
し
い
お
祭

り
が
で
き
て
い
た
。

ノ
リ
の
良
い
楽
曲
に

振
り
を
つ
け
て
、
松

本
の
中
心
街
を
踊
り
歩
く
も
の
だ

と
い
う
▼
当
時
は
一
部
の
商
店
や

企
業
の
お
祭
り
と
い
う
印
象
が
強

く
、
自
分
が
参
加
す
る
も
の
だ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
年

月
を
重
ね
る
う
ち
に
、
踊
り
の
輪

は
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
子
ど
も
や

大
学
生
や
観
光
客
ま
で
、
国
籍
を

問
わ
ず
巻
き
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
準
備
や
運
営
に
も
大
勢
の

市
民
が
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
今

で
は
オ
ー
ル
松
本
で
祭
り
を
通
じ

て
街
を
元
気
づ
け
て
い
る
▼
そ
の

積
み
重
ね
が
、
松
本
の
夏
を
象
徴

す
る
文
化
と
し
て
、
こ
の
祭
り
を

確
か
な
も
の
に
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
あ
の
頃
は
ど
こ
か
他
人
の
祭

り
の
よ
う
に
思
え
て
い
た
も
の
が
、

気
が
つ
け
ば
当
た
り
前
の
夏
の
光

景
に
な
っ
て
い
た
▼
今
で
は
８
月

の
第
一
土
曜
日
を
心
待
ち
に
す
る

自
分
が
い
る
。
半
世
紀
の
月
日
が
、

こ
の
街
と
人
と
祭
り
を
ひ
と
つ
に

育
て
て
き
た
の
だ
と
思
う
と
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら

先
ど
ん
な
ふ
う
に
受

け
継
が
れ
て
い
く
の

か
楽
し
み
だ
。

　

連
長
の
大お

お

平だ
い
ら

蒼そ
う

真ま

さ
ん

（
３
年
）
は

今
回
の
活
動

に
つ
い
て
、

「
準
備
や
練

習
を
通
し
て

少
し
ず
つ
連

と
し
て
完
成
し
て
い
っ
た
。
学
生

ら
の
協
力
や
先
生
、
師
範
の
ご
指

導
、
大
学
の
支
援
が
あ
り
い
い
結

果
を
得
ら
れ
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。

　

単
に
踊
り
を
習
い
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

成
り
立
ち
や
歴
史
を
学
ん
だ
こ
と

で
、
よ
り
一
層
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
へ

の
理
解
と
愛
着
が
深
ま
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
親
町
三
町
」

の
真
ん
中
の
町
が

中
町
で
す
。

　

多
種
多
様
な
商

店
や
問
屋
が
店
を
構
え
て
い
ま
し

た
。
江
戸
末
期
の
犀
川
通
船
開
通

後
は
塩
や
魚
を
扱
う
業
種
も
加
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
初
期
に

か
け
、
度
重
な
る
大
火
に
見
舞
わ

れ
、
火
災
に
強
い
「
な
ま
こ
壁
」

の
蔵
造
り
が
主
流
と
な
り
、
今
も

残
り
ま
す
。
中
町
通
り
は
、
歴
史

的
な
景
観
と
現
代
が
融
合
す
る
魅

力
的
な
観
光
地
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
８
月
２
日
（
土
）
に
、

第
51
回
松
本
ぼ
ん
ぼ

ん
が
開
催
さ
れ
、
一

般
の
部
の
最
優
秀
賞

に
「
信
大
人
文
芸
術

ゼ
ミ
連
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

本
ゼ
ミ
は
、
今
年

度
「
芸
術
と
模
倣
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
演

習
を
行
っ
て
お
り
、

「
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
」

に
焦
点
を
あ
て
、
そ

の
歴
史
や
社
会
的
意
義
を
探
り
な

が
ら
、
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
の
音
楽
や

踊
り
の
「
正
調
」
を
学
び
ま
し
た
。

師
範
に
正
調
教
わ
る

踊
り
学
び
を
深
め
る

信
州
大
学 

人
文
芸
術
ゼ
ミ
連

歴
史
に
思
い
馳
せ

踊
る
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん

歴
史
に
思
い
馳
せ

踊
る
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん

視 点

23

旧
町
名
碑
め
ぐ
り
2

中町通り
本
町
通
り

本
町
通
り「はかり
資料館」前

ここが決めどころ、右斜め上！

「師範」とともに

写真でつづる
まつもと今昔69まつもと今昔69

かつて市内には小さな映画館がいくつも
あり、仕事帰りや休日には上映を楽しむ
人々であふれていた。ここ東宝セントラル
は洋画専門の映画館。大音量と大型スク
リーンの迫力が楽しめた。しかしこういっ
た街の映画館は、そのころから姿を消し始
めた。

暮らしの多様化とともに松本にもシネコン
（同一施設に複数のスクリーンがある複合
型映画館）が建設され、かつての街の映画
館は姿を消した。街路樹が茂り、静かに時
が流れ、現在は介護付き有料老人ホームと
なっている。

（撮影：2025.8.11）

～街の映画館が華やいだころ～

（撮影：2004.9.25）

松本
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上今井 續麻・兼平神社
（国の登録有形文化財）

岩
垂
、
今
村
、
今
井
、
西
洗
馬
）

と
の
記
述
が
歴
史
上
最
古
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。（
出
典
：
東
筑
摩
郡
・

松
本
市
・
塩
尻
市
誌
）

　

天あ
ま
の

棚た
な

機ば
た

姫ひ
め
の

命み
こ
と

が
、
大
雨
に
よ

り
鉢
盛
山
麓
か
ら
流
さ
れ
て
、
鎖

川
の
脇
に
あ
っ
た
藤
の
木
の
つ
る

に
つ
か
ま
り
、
今
井
の
地
に
上

が
っ
て
、
機
織
り
を
伝
え
た
、
と

の
伝
説
も
あ
り
ま
す
。
續
麻
神
社

跡
付
近
は
藤
の
木
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。

　
「
今
」
は
新
し
い
、「
井
」
は
留

ま
る
意
味
で
、
人
が
留
ま
る
と
こ

ろ
、
す
な
わ
ち
村
を
表
し
て
い
ま

す
。
今
井
は
「
新
し
く
開
か
れ
た

村
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

木
曽
義
仲
四
天
王
の
ひ
と
り
、

今
井
四
郎
兼
平
が
、
開
墾
し
て
水

を
引
き
、
古
刹
の
宝
輪
寺
を
中
興

し
た
と
伝
わ
る
平
安
末
期
（
１
１

０
０
年
代
後
半
）
に
は
今
井
が
使

わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

長ち
ょ
う

享き
ょ
う

２
（
１
４
８
８
）
年
、
諏

訪
下
社
春
秋
之
宮
造
営
之
次
第
若

宮
之
御
柱
一
本
（
蘆あ

し

田の
た

、
古こ

祖そ

父ぶ

、

松本平の野鳥たち

前回紹介した「コサメビタキ」や「サメビタキ」と、色彩・
体型・クリッとした目、行動などがよく似ている。
この３種の中では胸の縦斑がはっきりしているのが特
徴。日本では繁殖せず、主に秋に通過する姿を見かけ
る旅鳥。低山地、平地の林に渡来する。

エゾビタキ（2018年10月松本市アルプス公園　写真提供：信州野鳥の会）

季節がめぐる
数えきれない夢が

あなたの物語をつくっていく

（撮影 ： 2025.8.29 あがたの森公園）

まつもと散歩

13

再
発
見
!!

ま
つ
も
と
地
名
が
た
り

續つ
う

麻そ

神
社

中
村…

今
井
村
の
中
心
だ
か
ら
。

堂
村…

十
王
堂
が
あ
る
こ
と
か
ら

よ
ば
れ
た
。

古こ

池い
け…

天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
、

塩
原
伊
予
之
丞
が
開
拓
に
従
事
。

か
つ
て
「
古
見
・
大
池
原
」
と
い

う
原
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
古

池
」
と
よ
ば
れ
た
。

野
口…

安
政
３
（
１
８
５
６
）
年
、

塩
原
伊
予
之
丞
が
自
ら
の
土
地
を

神
林
の
豪
農
、
野
口
庄
三
郎
に
譲

渡
し
開
拓
の
支
援
を
得
た
こ
と
か

ら
「
野
口
」
と
よ
ば
れ
た
。

　

明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
、
上

今
井
村（
６
耕
地
）・
下
今
井
村（
４

耕
地
）・
古
池
新
田
村
・
野
口
新

田
村
が
合
併
し
て
今
井
村
と
な
り

ま
し
た
。

　

戦
後
、
西
原
・
北
今
井
・
公
園

西
を
加
え
て
現
在
の
15
町
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

松
本
市
の
西
南
に
位
置
し
、
塩
尻
市
・
朝
日
村
・
山
形
村
に
接
し
て
い

ま
す
。
空
港
や
道
の
駅
が
観
光
の
拠
点
で
す
。
か
つ
て
水
不
足
の
村
が

大
規
模
灌
漑
に
よ
り
、
市
内
有
数
の
大
農
耕
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
新
し
く
開
か
れ
た
村
」で
も
歴
史
は
古
い

「
新
し
く
開
か
れ
た
村
」で
も
歴
史
は
古
い

今
井
地
区

今
井
地
区

字
名
の
由
来

N

●

續麻神社跡

上今井 
續麻・兼平神社

下今井 諏訪神社
（兼平形見石）

鎖　
川

鎖　

川

信
州
ま
つ
も
と
空
港

明治7年当時

北今井

今井地区町会図

公園西

下新田

境新田

下新田

中沢

上今井（6耕地）
下今井（4耕地）

中村

堂村

上新田

北耕地

西耕地
南耕地

南耕地
野口

古池

古池新田 野口新田

西原

戦後（3町会）

東耕地
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